『通商 (つうしょう)白書 (はくしょ)2011』
第一節 (だいいっせつ)　我が国 (わがこく)をとりまく世界 (せかい)貿易 (ぼうえき)の変遷 (へんせん)
1.　世界 (せかい)経済 (けいざい)危機 (きき)と世界 (せかい)通商 (つうしょう)　構造 (こうぞう)の変化 (へんか)
世界 (せかい)経済 (けいざい)危機 (きき)により、2009年 (ねん)の世界 (せかい)の財 (ざい)貿易量 (ぼうえきりょう)やその動き (うごき)は、戦後 (せんご)最大 (さいだい)とも言う (いう)べき大きな (おおきな)影響 (えいきょう)を受けた (うけた)。
	以下 (いか)では、この20年間 (ねんかん)の貿易 (ぼうえき)構造 (こうぞう)をとらえる枠組み (わくぐみ)として、世界 (せかい)の通商 (つうしょう)関係 (かんけい)における主要 (しゅよう)プレイヤーである（もしくは主要 (しゅよう)プレイヤーとなりつつある）地域 (ちいき)経済 (けいざい)統合体 (とうごうたい)、「NAFTA, EU, ASEAN,メルコスール、中国 (ちゅうごく)」と「日本 (にほん)」を世界 (せかい)の「６極 (ろっきょく)」ととらえ、この6極間 (きょくかん)における貿易 (ぼうえき)関係 (かんけい)を把握 (はあく)し、時点間 (じてんかん)比較 (ひかく)をすることにより、過去 (かこ)20年 (ねん)における世界 (せかい)貿易 (ぼうえき)構造 (こうぞう)の大まか (おおまか)な変化 (へんか)の様相 (ようそう)を見る (みる)とともに、この枠組み (わくぐみ)により、世界 (せかい)経済 (けいざい)危機 (きき)という一時的 (いちじてき)ショックが、世界 (せかい)貿易 (ぼうえき)構造 (こうぞう)に与えた (あたえた)影響 (えいきょう)を見て (みて)いくこととする。
（1）6極 (きょく)の貿易 (ぼうえき)関係 (かんけい)の変化 (へんか)
①2国 (こく)・地域間 (ちいきかん)の貿易 (ぼうえき)（輸出 (ゆしゅつ)＋輸入 (ゆにゅう)）額 (がく)とシェアの変化 (へんか)
	6極 (きょく)における通商 (つうしょう)関係 (かんけい)の変化 (へんか)を俯瞰 (ふかん)するため、各国 (かっこく)・地域間 (ちいきかん)における貿易 (ぼうえき)額 (がく)（輸出 (ゆしゅつ)額 (がく)＋輸入 (ゆにゅう)額 (がく)）をチャートで示し (しめし)（第2－1－1－1図、第2－1－1－2図、第2－1－1－3図）、それら6極間 (きょくかん)貿易 (ぼうえき)総額 (そうがく)に占める (しめる)各 (かく)2国 (こく)・地域間 (ちいきかん)貿易 (ぼうえき)額 (がく)のシェアを確認 (かくにん)する（第2－1－1－4表）。
3 時点 (じてん)それぞれについての特徴 (とくちょう)を見て (みて)みると、1990年 (ねん)時点 (じてん)では、NAFTA－EU、NAFTA－日本 (にほん)、EU－日本 (にほん)と、いわば先進国 (せんしんこく)・地域間 (ちいきかん)の貿易 (ぼうえき)が全体 (ぜんたい)の半分 (はんぶん)以上 (いじょう)を占めて (しめて)いる（61.5％）ほか、シェア順位 (じゅんい)上位 (じょうい)からみると貿易量 (ぼうえきりょう)が目立つ (めだつ)のは日本 (にほん)－ASEAN（7.9％）、NAFTA－ASEAN（6.5 ％） やEU－ASEAN（5.8 ％）であり、いわばEU・NAFTA・日本 (にほん)という先進国 (せんしんこく)地域 (ちいき)が主導 (しゅどう)する貿易 (ぼうえき)関係 (かんけい)に、次点 (じてん)としてASEAN が加わるという貿易 (ぼうえき)構造 (こうぞう)であった。なお、新興国 (しんこうこく)同士 (どうし)の貿易 (ぼうえき)については、中国 (ちゅうごく)－ASEAN が最も (もっとも)多い (おおい)が、全体 (ぜんたい)に占める (しめる)構成比 (こうせいひ)（0.9％）は、1％以下 (いか)にとどまっている。
[bookmark: _GoBack]2000 年時点でのシェア1、2 位は、（NAFTA－EU（27.0％）、NAFTA－日本（14.0％））は1990 年 (ねん)時点 (じてん)と変わらない (かわらない)ものの、1990 年時点の3、4 位であるEU－日本と日本－ASEAN という日本 (にほん)の関わる (かかわる)貿易 (ぼうえき)関係 (かんけい)が、2000 年ではNAFTA－ASEAN、NAFTA－中国にとって変わられ、1 ～ 4 位をNAFTA の貿易 (ぼうえき)関係 (かんけい)が独占 (どくせん)する形 (かたち)となっている。1990 年時点からの貿易 (ぼうえき)額 (がく)の増加率 (ぞうかりつ)で目立って (めだって)いるのは、中 (ちゅう)国－ASEAN（5.3 倍）、中国－NAFTA（5.3 倍）の貿易であり、中国のWTO加盟 (かめい)を契機 (けいき)として、中国 (ちゅうごく)の経済 (けいざい)成長 (せいちょう)が世界 (せかい)通商 (つうしょう)構造 (こうぞう)を変え始め (かえはじめ)ていたことがうかがえる。
